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育児カレンダー

育児カレンダーと愛児
のゆたかな成長のため
にとを O才から6才ま

での子どもさんのある
家庭に旬料で差上げて
おります。
母子手帳、日J$l誌を持参
のうえ、各出張所また
は保|境衛生課で受け取
って くださL、。
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調長蚤!た
議系忽箆ゑ芸宗史認宗務三話~~夜怒注忍定さ

10日無料法律相談所

長崎地方家庭栽判所大村支部で付憲法週間の行

事 として弁護土会、大村調停協会の協力で、つぎの

とおり 、無料法律相談所(民事、家事関係〉をつ

ぎのとおり開設します。

6M日、場所 5月10日午前 1011与へ午後 4時

大村商工会議所

(ー)

観
光
写
真
コ

天
皇
皇
后
両
陛
l
は
凶
月
二
十
一
所
に
お
着
き
に
な
り
ま
し
た
。

一な
り
な
が
ら
大
村
駅
に
C
到
着
、

二
日
か
ら
一
十
六
回
ま
で
五
H
間
一

火
刀
発
也
前
で
は
岡
山
川
玄
関
に
一
大
村
山
肌
で
は
奉
迎
の
市
民
に
帽
子

に
わ
た
っ
て
長
崎
県
内
を
と
巡
幸

一赤
羽
九
州
電
力
社
長
、
宗
所
長
、

一を
ふ
っ
て
お
応
え
に
な
り
、

ホ
ー

に
な
り
ま
し
た
が
、

大
村
巾
に
は

一大
村
市
長
夫
裳
、
森
市
議
会
議
長
一
ム
に
大
阿
南
宙
実
安
、
市
議
会
議

四
片
二
十
三
日
火
力
発
出
断
お
よ

一同
所
職
員
家
族
ら
の
出
迎
え

ωな
一員
、各
一
自
体
長
、高
令
者
な
ど
多

び
市
内
や
ど
祝
祭
じ
な
り、

大
村

一か
を
、
両
陛
下
は
赤
羽
社
長
の
ど

一数

ω見
逃
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
会
釈

駅
か
6
特
別
列
車
で
長
崎
市
へ
お

一先
場
で
所
内
で
ご
休
憩
の
後
こ
昼

一で
お
こ
た
え
に
な
り
特
別
列
車
に

た
ち
に
な
り
ま
し
た
。

一食
、
乙
の
あ
と
八
階
屋
よ
か
ら
同

一ご
乗
車
、
大
村
巾
長
の
音
一期
で
万

乙
の
臼
は
朝
か
ら
、
一
時
、
小

一所
の
施
設
お
よ
び
市
内
を
こ
展
量

一歳
三
唱

ωな
か
を
列
車
は
ゆ
る
や

雨
模
僚
で
気
づ
か
わ
れ
た
大
侠
も

一に
な
っ
て
、
機
械
室
を
つ
ぶ
さ
に

一か
に
発
車
、
両
陛
ド
は
ご
機
嫌
う

昼
近
く
に
は
快
復
し
、
川
棚
授
産
一
ご
見
学
の
あ
と
、
大
村
駅
に
向
わ
一
る
わ
し
く
長
崎
へ
向
わ
れ
ま
し
た

場
を
と
出
発
の
ろ
ぼ
は
十
二
時
三

一れ
ま
し
た
。

一

写
真

f火
力

重

量

よ

の

十
五
分
沿
道

L
Eえ
す
る
市
民

一

火
力
指
瓶
事
ζ
出
発
の
両
陛
一
両
陛
下
、

に
応
え
ら
れ
な
が
ら
、
火
力
発
電

一下
は
お
組
え
の
市
民
に
お
応
え
に
一
下
日
翠
迎

ω市
民
〈
大
村
駅
前
)

紙
」
の
活
冗
も
械
部
も
市
役
所
ま
一
ま
と
め
て
納
め
て
い
た
だ
く
と、

一な

り

ま

す

。

一

奮

い

た

申

請

書

に
手
帳
を
添
え
て

一除
そ
v

つ
け
た
期
刷
分
の
保
険
料
は

た
は
出
版
刷
で
い
た
し
ま
す
。
一
保
険
料
額
の
一
二
%
の
報
償
金
差

一
〔
保
険
料
の
免
除
制
度
〕

一知
事
に
提
出
し
、
一
年
間
だ
け
免
一十
年
以
内
ま
で
は
泊
納
ず
る
こ
と

お
さ
め
る
刷
版
は

一

村

す

ゐ

乙

と

に

な

り

ま

す

。

一

一除
を
受
げ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

一が
で
き
ま
す
。
乙
の
制
度
は
、
将

四
月
J
六
月
分
以
七
月
末
同
ま
で
一

一
国
民
年
金
の
障
害
年
金
(
幽
害

一そ
の
理
由
が
続
く
と
き
は
翌
年
ま
一来
余
俗
が
で
き
た
と
き
追
納
レ
て

七
月
J
九

月

分

は

十

月

。

一

〔
保
険
料
の
前
納
制
度
二

福

祉

年

金

書

む
)
や
母
ず
福
祉
'
一た
提
出
し
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
一有
利
な
一
室
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

十
月

t
十
二
月
刀
は
翌
一
体
一
月
三
国
民
年
金
の
保
隙
料
は
毎
月
納

一
年
金
を
受
付
る
人
と
生
活
保
説
法

一り
ま
す
。
(
申
請
免
隙
と
い
い
ま
一に
す
る
た
め
に
で
き
た
も
の
で
す

一
月
J
一
一
一
月
分
仏
四

7

一
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い

一の
生
絹
扶
助
を
蛍
り
る
人
は
保
険
一
す
。
)

。

一

国
民
年
金
制
肢
は
日
本
人
全
部

と
な
っ
て
い
ま

す

。

一

ま

す

が

、
前
納
申
込
書
を
出
し
て

一料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

一
保
険
料
免
除
の
基
単
は
五
人
世
情
一
が
恩
給
(
年
金
)
を
受
け
ら
れ
る

一
年
分
で
も
十
年
分
で
も
ま
と
め

一な
っ
て
い
ま
す
。
(
法
定
免
除
と
一
で
そ
の
世
情
の
前
年
の
総
附
得
が
一

よ
う
に
な
り
楽
し
い
生
活
が
で
き

て
現
金
で
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

一
い
い
ま
す
。
)

一十
六
万
円
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
一
る
よ

F

勺
に
ど
作
ら
れ
た
制
肢
で
す

ま
す
。
前
納
す
る
と
割
引
き
が
あ
一
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

一
〔
保
険
料
の
追
納
制
度
〕

一
皆
機

ωと
同
力

付
お
ね
が
い
い
た

り、

十
年
分
で
約
凶
千
円
の
得
と
一
と
思
わ
れ
る
人
は
、
そ
の
事
情
岸

一

保
隙
料
免
除
制
度
に
よ
っ
て
免
一し
ま
す
。

(
福
祉
事
務
所
)

一
両
陛
下
市
内
を
ご
巡
幸

一

一
金
一

一

年

一

国

民

芸

の

長

一

三
十
五
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で

一
宇
弐
ザ
料
の
組
や
、
納
め

一の
人
は
毎
月
百
五
十
円
と
な
っ

ル
司
弘
一
る
方
法
、
納
期
な

一て
い
ま
す
。

に

い

一
ど
は
つ
ぎ
の
と
お
一【
保
険
料
を
納
め
る
方
法
〕

り
で
す
。

一
各
自
の
保
険
料
の
額
の

「国
民

〔
保
険
料

(
掛

金
)

一

年

金
削
紙
」
を
買
っ
て
、

国
民
年

の
額
】

一
金
手
帳
に
は
り
つ
け
検
誌
を
受
付

二
十
才
か
ら
一ニ
十
凶
才
ま
で
の
一
る
こ
と
で
保
隙
料
を
納
め
た
こ
と

人
は
毎
月
百
円

一に
な
り
ま
す
。
「
国
民
年
金
印

納
税
組
合
や
同
人
会
な
ど
で
取

一ム
出
諦
日
毎
週
土
曜
日
(
た
だ

一道
路
敷
お
よ
び
道
路
上
に
広
告
物

青
年
学
級
生
を
募
集

一

一

一し
股
銃
剣
を
の
ぞ
く
)
コ
ー
ス
別

一を
訟
誼
ず
る
場
合
は
県
、
市
、
瞥

今
年
度
、
閑
芸
高
校
で
開
か
れ

一に
出
諮
臼
は
異
な
り
ま
す
が
、
学

一察
署
長
の
副
司
を
受
け
る
こ
と
に

る
大
村
青
年
学
級
で
は
、
大
村
市

一級
住
の
希
望
に
よ
っ
て
決
め
ま
す
一な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
農
業
が
当
面
し
て
い
る
問
題
全

ム
対
象

お
お
む
ね
、

三
十
才
以

一な
お
、
違
反
仏
告
物
に
対
し
て
は

い

と

思

い

ま

す

。

一

と

り

あ

げ

、

三
つ
の
専
門
コ
ー
ス
一下
の
市
内
の
背
年
(
列
女
を
悶
わ
一
強
制
撤
去
す
る
万
川
別
で
あ
り
ま
す

な
お
、
大
村
市
で
は
五
月
五
日

一を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
講

一な
い
)

一の
で
違
反
が
な
い
よ
う
お
願
い
し

か
ら
十
一
日
ま
で
の
児
童
福
祉
週
一
師
を
中
心
に
充
実
し
た
学
習
が
で

一ム
場
所
大
村
闘
芸
高
校
を
中
心

一ま
す
。

戸

程

設
課
)

間
行
事
と
し
て
小
中
学
校
児
龍
一
と
一
き
る
よ
う
に
計
画
を
立
て
、
学
一紘

一に
現
地
学
習
等
も
行
な
い
ま
す
。

一

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と

幼
児
に
、
理
髪
料
と
入
浴
料
の
サ
一
生
の
募
集
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

一ム
講
師
国
高
教
諭
、
民
林
説
技
一

ー
ビ
ス
を
関
係
業
者
の
協
力
で
笑
一
農
業
に
志
す
左
の
か
た
が
た

一師
、
普
及
員
の
ほ
か
、
関
芸
試
験
一

日

U

U
の
予
防
接
種

臨
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
一
は
多
数
C
参
加
く
だ
さ
い。

一場
、
極
鶏
場
な
ど
に
も
協
力
を
ね
一

大
村
か
仰
刷
で
は
一河
内
節
ニ
過

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ム

コ

ー
ス
、
募
集
人
員

一が

う

予

定

。

一

月

曜

日

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

、
銃
二
週

(福
祉
事
務
所
)
畜
産
専
門
コ

l
ス
、
果
樹
専
門
コ

一ム
教
科
内
容
、
時

間

数

一

水

陪
日

B
C
U
接
種
を
行
な
っ

ー
ス
、
花
き
園
芸
専
門
コ
ー
ス

一

畜
産
巧
門
コ
l
ス

(
七
十
二
時

一て
い
ま
す
が
、
五
月
は
西
日
本
赤

各
二
十
名

一間
)
乳
牛
、
豚
の
新
ら
し
い
飼
育
一ん
坊
大
会
と
同
日
と
な
り
ま
ヲ
の

一管
理
、
袈
り
い
な
ど

・

一

で、

っ
さ
の
と
お
り
変
更
い
た
し

一

果
樹
専
門
コ

l
ス
(
七
十
二
時

一ま
す。

一間
)
甘
き
つ
、
梨
な
ど
の
栽
培、

一ム
五
月
十
五
日
午
前
九
時
か
ら
十

一と
く
に
盤
枝
到
定

一

一
時
ま
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
桜
櫨

一

花
き
園
芸
禅
門
コ
1
ス

(七
十

一ム
五
月
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
十

一一一
時
間
)
大
村
の
主
な
花
、
木
類

一

一
時
ま
で

B
'
l
G
接
担

一
(力
l
ネ
l
シ
ョ
ン
、
菊
、
ツ
ツ

一

(
大
村
俳
紅
一山
)

一ジ
な
ど
)

一

一

専
門
教
科
の
外
、
関
辿
学
科
、
一

一教
養
学
科
令
多
少
加
え
る
。

一

一ム
開
講
五
片
二
十
七
日
午
前
九

一

一時
か
ら
、

園
芸
高
等
学
校
に
て
行

一

一な
い
ま
す
。

一

ム
受
講
料
無
料

一

ム
応
募
手
続
五
月
十
五
日
ま
で

一

教
育
委
員
公
社
会
教
育
課
ま
た
は

一

大
村
園
芸
品
寺
学
校
ヘ
申
し
込
ん

一

で
く
だ
さ
い
。

保
隙
料
を
納
め
る
方
法

〔
保

険
料

の
取
ま
と
め
納

付

五
日
か
ら
児
童
福
枇
週
間

理
髪
、

入
浴
料
な
ど
サ
ー
ビ
ス

児
童
福
祉
法
に
基
い
て
「
児
童

一会
に
問
題
を
投
げ
か
り
て
お
り
ま

出
町」

が
制
定
さ
れ
て
今
年
は
十

一す。

週
年
を
迎
え
ま
し
た
。
混
乱
し
た

一

日
常
乙
の
事
躍
を
見
聞
す
る
に

戦
後
の
社
会
情
勢
も
一

応
溶
着
き

一つ
け
て
、
わ
た
し
た
ち
は
児
童
の

を
見
ら
れ
る
感
が
あ
り
ま
す
が
、
一養
育
の
い
か
に
重
裂
な
こ
と
で
あ

人
格
形
成
の
う
え
最
も
大
切
で
あ

一る
か
を
粕
感
す
る
と
と
も
に
、
わ

る
幼
児
期
を
、

人
心
と
も
に
混
乱

一た
し
た
ち
の
希
望
の
象
徴
で
あ
る

し
た
時
期
に
育
て
ら
れ
た
現
代
の

一つ
ぎ
の
世
代
の
乙
ど
も
た
ち
に
、

青
少
年
の
非
行
、
犯
罪
な
ど
全
く

一
「正
し
く
明
る
い」

心
の
灯
を
か

む
た
し
た
ち
の
組
像
も
お
よ
ば
な

一か
げ
な
が
ら
、
住
み
よ
い
家
庭
な

い
結
果
を
生
み
、
マ
ス
コ
ミ
の
社

一ら
び
に
社
会
の
建
設
に
つ
と
め
た

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
額
法
の
恵
ま
れ
な
い
児
童
L
は
、
こ
れ

を
粧
し、

科
学
と
芸
術
を
尊
ぶ
遊
び
場
と
文
化
財
を
用
意
さ
れ
川

-
精
神
に
し
た
が
い、

児
童
に
対

に
か
わ
る
環
境
か
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
み
ち
ひ
か
れ
、

ま
た
、
わ
る
い
環
境
か
ら
ま
も
ら
れ
る
F

一
す
る
正
し
い
観
念
を
確
立
し
、
一
二
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
適
当
道
徳
的
心
情
が
つ
ち
か
わ
れ
る

十
、

す
べ
て
の
児
唯
一は、

虐
待
一

一
す
べ
て
の
児
童
の
幸
福
を
は
か
な
栄
養
と
住
居
と
被
服
が
与
え

六
、
す
べ
て
の
児
童
叫
、
就
学
酷
使
、
放
任
そ
の
他
不
当
な
取
…

一
る
た
め
に
乙
の
憲
章
を
定
め
る
ら
れ、

ま
た
、
疾
病
と
災
害
か
の
み
ち
を
確
保
さ
れ、

ま
た
、

扱
い
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。
あ
や
一

川

児

童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
ら
ま
も
ら
れ
る
υ

十
分
L
整
っ
た
教
育

ω施
設
を
ま
ち
を
お
か
し
た
児
主
は
、
適
一

+

る

。

用

意

さ

れ
る

。

切

に

保

護

指

導

さ

れ

る

。

骨

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し

=-z
e--ZEE
--τ
-s
i

z
--三
三

FE
--
よ

七
、
す
べ
て
の
児
童
ほ
、
職
業

十

て

す
べ
て
の
児
監
は
、身
…

一

て
重
ん

ぜ

ら

れ

る

。

…

児

童

憲

章

一

指

芝

党

け

る

機

会

が

与
え
ら
体
の
不
自
由
な
場
合
、
ま
た
は

一

{

府
主
は
、
よ
い
環
境
の
な
か
川

11ノ
コ
主
主
点

コ
-
川

れ

る

。

制

作

神

の

機

能

か

不
十
分
な
場
合

…

で
育
て
ら
れ
る
o

--=ZE
----t
ir---tz--E-
-
J
E
--i
r--z

八、

す
べ
て
の
児
抵
は
、
そ
の
に
、
適
切
な
治
績
と
教
育
と
保
川

士

、
す
べ
て
の
児
童
は
、
主

労

働

に

お

い

て

、

心

身

の

警

察

与

え

ら

れ

る

。

…
と
も
に
健
申
か
に
う
ま
れ
、
育

四
、
す
べ
て
の
児
童
は
伺
住
が
阻
害
さ
れ
ず
、

教
育
を
受
け

士

て

す

べ
て
の
児
童
は
、
愛
…

ん
て
ら
れ
、

そ
の
生
活
を
保
障
さ

と
能
力
に
応
じ
て
教
育
さ
れ
、
る
機
告
が
失
わ
れ
ず
、
ま
た
児
と
ま
乙
と
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
い

一

れ

る

。

社

会
の
一
一
員
と
し
て
の
賢
仕
を

主
と
し
て
の
生
活
が
さ
ま
た
げ
よ
い
国
民
と
し
て
人
類
の
平
和
一

…
ニ
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
家
庭
自
主
的
に
果
た
す
よ
う
に
み
ち
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
十
分
に
保
と
文
化
に
貰
献
す
る
よ
う
に
み
川

一
で
正
し
い
愛
情
と
知
識

と

技

術

び

か

れ

る

。

設

さ

れ
る
。

ち
び
か
れ
る

u

-

川
を
も
っ
て
育
て
ら
れ
、
家
庭
に
五
、
す
べ
て
の
児
車
は
、
自
然

九
、

す
べ
て
の
児
童
は
、
よ
い
(
昭
和
初
年
日
月
只
日
制
定
)

ン
ク

l
ル
の
締
切
り
は
五
月
十
日
ま
で
延
期

い
た
し
ま
す
の
で
、

ハ
商
工
水
産
課
)

ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
は
許
可

を

う

け

て

か

ら

道
路
上
や
道
川
敷
の
屋
外
広
告

物
(
主
と
し
て
い
1
看
板
、
ポ
人
'タ

|
)
の
似
締
り
i
つ
い
て
は
、

長

一

附
県
屋
外
広
告
例
条
例
に
基
き
交

一

通
よ
お
よ
び
部
山
葵
観
の
う
え
か

一

ら
そ
の
散
憶
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま

-

す
が
、
最
近
こ
れ
を
無
視
し
て
殻

-

置
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
た
め

に
都
巾
の
美
観
を
著
し
く
そ
乙
ね

一

(
例
え
ば
市
柱
、
柄
、保
等
に
一
斗
右

一

板
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
を
は
る
等
)
一

ま
た
交
通
主
に
も
支
附
を
制
作
た
し

一

て
お
り
ま
ヲ
。

一

県
体
準
備
委
員
会

事
務
局
を
訟
置

第
十
四
回
県
民
体
育
祭
は
五

月
二
十
、
二
十

一
日
の
両
日
大

村
市
で
聞
か
れ
ま
す
が
、
乙
の

準
備
の
た
め
準
備
蓑
員
会
事
務

局
本
部
を
勲
一育
一
安
員
会
内
に
お

く
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

期
間
は
凶
月
二
十
日
か
ら
五

月
三
十
一
日
ま
で
、
場
所
は
図

誼
釦
の
郷
土
室
、
電
動
は
四
五

七
(
自
動
式

ω替
後
は
二
凶
五

七
)
で
す
。

な
お
、
乙
の
期
同
中
郷
土
筆

は
開
釦
い
た
し
ま
ヲ
。(

市
教
委
)

電
話
番
号
簿
を
閲
貰

大
村
間
報
国
話
局
で
は
附
和

三
十
六
年
度
臨
割
問
者
号
仰
の
校

正
新
組
版
を
同
尉
(
出
局
舎
)

窓
口
で
閲
覧
ド
供
し
て
い
ま
す

閲
覧
期
間
は
五
月

一
日
か
ら
三

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
大
村
間
報
倍
話
周
)



身

体

障

害

者

福

祉

週

間

が

五

月

八

日

よ

り

十

四

日

ま

で

実

施

さ

れ

ま

す

。

身

体

障

害

者

福

一

枇

展

が

五

月

二

十

四

日

よ

り

六

日

間

、

大

阪

市

で

開

催

さ

れ

ま

す

の

で

出

品

す

る

製

作

品

が

あ

れ

ば

早

め

に

福

祉

事

務

所

に

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

。

(三)

野
岳
湖
築
造
三
百
年
祭

野
岳
樹
油
受
益
者
(
代
表
山
口
一
両
が
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
一
場
で
感
大
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

喜

代

作

さ

ん

)

主

催

で

、

野

岳

甜

一

ま

す

。

一

漂

沢

儀

太

夫

勝

清

は

九

州

池
築
造
三
百
年
祭
が
四
月
十
日
午
一
郷
村
記
に
よ
れ
ば
、
根
切
長
二
、
一
捕
鯨
の
草
分

Zい
わ
れ
て
い
ま

前
十
時
か
ら
同
描
池
深
沢
記
念
碑

一十
問
、
娘
切
横
四
十
六
間
二
尺
、
一す
。
は
じ
め
は
彼
杵
、
千
綿
方
面

前
で
溜
池
受
読
者
を
は
じ
め
、
深
一
土
居
長
八
十
問
、
築
留
横
五
間
二
一
で
捕
鯨
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

沢
儀
太
中
大
子
孫
淵
方
明
さ
ん

(武
一
尺
、
直
立
六
十
一
閥
、
尺
八
長
十
一

の
後
、
北
松
、
壱
岐
方
面
ま
で
手

部
郷
)
お
よ
び
大
村
市
長
を
は
じ
一

六
問
、
懸
旧
二
十
町
五
反
五
畝
と
一を
の
ば
し
、
捕
鯨
業
を
行
な
い
、

め
関
係
者
百
余
名
が
参
集
し
て
行
一
な
っ
て
お
り
、
そ
の
設
計
も
技
術一
逐
に
日
本
国
長
者
鑑
に
載
せ
ら
れ

な
わ
れ
ま
し
た
。
一
も
立
派
な
も
の
で
す
。
そ
の
後
た
一
る
裡
の
富
を
得
ま
し
た
J

毎
年
四
月
間
溜
池
受
益
者
の
手
一
び
た
び
増
築
や
修
理
が
お
こ
な
わ

一彼
は
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と

で
故
探
沢
儀
太
夫
翁
の
慰
霊
祭
が
一
れ
、
現
在
で
は
周
囲
は
満
水
時
四
一
と
は
産
業
を
興
す
乙
と
で
あ
る
と

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
本
年
は
溜
池

一キ
ロ
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
利
の
研

一領
内
各
所

(大
村
、
福
輩
、
松
原

が
で
き
て
(
寛
文
三
年
H
西
歴

二

究
も
進
め
ら
れ
、
い
ま
で
は
松
原
一
干
綿
、
川
棚
)
に
提
巻
築
造
し
、

六
六
一
年
)
か
ら
三
百
年
に
な
り
一
福
重
地
区
の
水
田
約
百
ヘ
ク
タ
l
一
潮
概
の
便
を
は
か
り
ま
し
た
。
そ

ま
す
の
で
、
深
沢
翁
の
遺
徳
を
し
一
ル
に
瀬
概
し
て
い
ま
す
。
一
の
う
ち
も
っ
と
も
大
き
い
も
の
が

の
ん
で
と
く
に
記
念
式
が
行
な
わ
一
土
地
の
人
た
ち
は
深
沢
翁
の
高
一野
岳
の
溜
池
で
す
。
彼
は
同
溜
池
一
ら
松
島
屋
出
制
付

ιま
で
)
と
い
原
在
住
の
つ
ぎ
の
二
氏
は
野
岳
公

れ

た

も

の

で

す

。

一

徳
を
し
の
び
、
記
念
の
碑
そ
建
て
一
が
で
き
て
間
も
な
く
寛
文
三
年
三

一わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
も
同
家
園
の
桜
苗
木
代
と
し
て
、
大
村
観

向
溜
池
は
深
沢
儲
太
夫
橘
勝
清
一
桜
の
樹
を
植
え
、
運
動
場
を
つ
く
一
月
十
七
日
死
去
し
ま
し
た
。
彼
の

一の
胃
紋
1

丸
に
桝
形
」
の
つ
い
た
光
協
会
松
原
支
部
に
寄
付
さ
れ
ま

に
よ
っ
て
寛
文
元
年
(
西
歴

一
六
一
っ
て
、

美
化
に
つ
と
め
て
い
ま
す

一住
居
は
当
時
、
御
本
陣
(
大
名
の

一瓦
が
残
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。

六
一
年
)
八
月
か
ら
同
一
ニ
年
三
月

一

な
お
毎
年
四
月
、
都
地
区

(萱

一宿
泊
所
)
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
も

一

ム
佐
世
保
市
山
手
町

川
添
福
一

ま
で
二
年
八
カ
月
で
つ
く
ら
れ
た
一
瀬
、
竹
松
、
童

、
松
原
)
の
小
一
の
で
、
位
置
は
い
ま
の
本
町
二
了
一

桜

苗

木

代

を

寄

付

一

万
五
千
円
、
ム
佐
世
保
市
田

も
の
で
、
当
時
の
金
で
四
千
二
百
一中
学
校
の
用
動
会
も
、
乙
の
運
動
一
目
一
帯

(商
工
会
欝
附
の
一
部
か

一

な
お
、
三
百
年
祭
に
祭
レ
元
松
端
初
太
郎
一

千
五
百
円

(才281号)りよ大村市政だ(毎月 1日，10日，zo日発行)

腸
パ
ラ
チ
7
ス
の
予

防
接
種

腸
バ
ラ
チ
プ
ス
予
防
接
種
を

つ
ぎ
の
日
割
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
骸
当
者
は
も
れ
な
く
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

ム
該
当
者
三
才

(生
後
三
十

六
カ
月
)
か
ら
六
十
才
ま
で

(
は
じ
め
て
接
種
す
る
も
の
は

一
週
間
お
き
三
回
接
種
す
る
)

ム
接
種
料
金
一
人
一
回
当
り

五
円
い
た
だ
き
ま
す
。

ム
接
種
上
の
注
意
事
項

①
接
種
前
日
に
は
必
ず
入
浴
さ

せ
て
く
だ
さ
い。

②
接
種
当
日
お
よ
び
翌
日
は
激

動
、
入
浴
、
飲
酒
は
さ
け
て
安

昭和初年 5月 1日
ぐ昭和33年4月H日第三穆委「便物認可)
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深
沢
翁
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
部
位
は
清
潔
に
保
「

て

く
だ
さ
い。

④
接
種
で
き
な
い
も
の

小
川
有
黙
思
者
、
心
臓
血
管
系
、

ま
た
け
賢
腕
、
肝
臓
に
疾
患
の

あ
る
も
の
、
糖
尿
柄
患
者
、
脚

気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防

接
国
を
行
な
う
乙
と
が
不
適
当

と
認
め
る
疾
病
に
か
か
っ
て
い

る
も
の

向
山
病
後
衰
弱
ま
た
は
著
し
い
栄

養
障
害
者

付
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
も
の
、

ま
た
は
り
い
れ
ん
位
体
質
の
も

の日目
妊
産
婦

(妊
娠
六
カ
月
ま
で

の
妊
婦
を
除
く
)

発
明
コ
ン
ク
ー
ル

件
別
不
問

ム
和
明
工
夫
小
回
目

①
日
出
生
出
に
聞
連
あ
る
も
の

②
水
産
問
術
に
闘
辿
め
る
も
の

⑨
各
組
工
場
に
お
け
る
仕
事
に

関
連
あ
る
も
の

匂
そ
の
他
一
般

ム
応
募
附
込

写真=三百年祭 (写真の左上は記念碑〉

川
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
公
務
扶
助
料
な
ど
)
を
受
給
制
そ
の
他

本
人
、
配
偶
者
扶
三
万
円
以
上
で
あ
る
か
、

配
偶
川

川
か
ら
満
七
十
才
以
上
の
か
た

に

し

て

い

な

い

人

。

饗

義
務
者
が
当
市
に
市
民
税
申
者
が
前
年
の
所
得
に
つ
き
所
得
川

川
老
令
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
ム
請
求
に
必
要
な
書
類

告
書
を
出
し
て
い
な
い
人
は
申
税
を
賦
課
さ
れ
て
い
る
と
き
や
山

川
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
現
在
ま
判
戸
籍
抄
本
一
通
(
満
七
十
才
告
書
を
出
し
た
市
町
村
長
の
証
扶
養
器
務
者
が
前
年
の
所
得
に
川

川
で
に
千
四
百
六
十
七
人
が
請
求

に

な
っ
て
か
ら
取
っ
て
く
だ
さ
明
が
必
要
で
す
。
っ
き
、

左
記
以
上
の
所
得
税
を
川

川
書
を
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
い
)

ム
支
給
制
限

つ
ぎ
に
該
当
す
賦
拙
制
さ
れ
て
い
る
と
き
は
一
年
川

ー

該

当
者
で
、
ま
だ
請
求
書
を
州
住
民
票
謄
本
一
通
(
戸
籍
抄

る
人
は
れ
ぞ
れ
支
給
制
限
が
あ
間
支
給
を
停
止
さ
れ
ま
す
。

川
出
し
て
い
な
い
人
は
、
つ
ぎ

の

扶

養

家

族

数

昭

和

お

年

分

…
書
類
な
ど
を
福
祉
事
務

所

長

満

七

十

才

に

な

っ

た

人

は

所
得
税
額

…

川
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

O
人

一

八

、
七
O
O円
川

…
ム
老
令
福
祉
年
金
の
額
年
額

老

令

福

祉

年

金

の

請

求

を

一

人

一

八

、

一
O
O円
一

一
万

二

千

円

二

人

一

七

、

二
O
O
円
川

川

ム

簡

求

で

き

る

人

前

七

十

才

本

と

同

じ

)

り

ま

す

。

三

人

一

六

、
六
O
O円
川

以
上

(悶
和
三
十
六
年
五
月
け
公
的
年
金
証
書
写

一
通
(
公
判
本
人
が
公
的
年
金
を
受
給
レ

四

人

一

回
、
二
O
O円
山

一日
現
在
で
は
明
治
二
十
四
的
年
金
額
が
一
万
二
千
円
以
下

て
い
る
と
き
は

一
万
二
千
円
か
五
人
以
上

一
二
、
一

O
O円

川

年
五
月

一日
ま
で
に
生
れ
た
の
人
が
必
要
で
、
受
給
し
て
い

ら
、
そ
の
金
額
を
減
額

し

て

支

障

害
福
祉
年
金
、
母
子
福
祉

山

人
)
で
、

老
令
福
祉
年
金
額
な
い
人
は
不
要
で
す
。
)

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
は
、
次
号
か
ら
川

川
以
上
の
公
的
年
金
(
恩
給
、

同
印

鑑

何

本

人

の

前

年

の

所

得

額

が

十

お

知
ら
せ
し
ま
す

百

貨

庖

新

設

に

関

す

る
公
示
に
つ
い
て

大
村
市
に
百
貨
白
ぞ
新
設
す

る
乙
と
に
つ
い
て
、

百
貨
活
法

極
付
規
則
第
四
条
に
よ
り
、
公

示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
利
害
関

係
の
あ
る
事
業
者
ま
た
は
団
体

お
よ
び
参
考
人
で
意
見
を
辿
べ

よ
う
と
す
る
も
の
は
左
記
に
よ

り
五
月
五
H
ま
で
到
罰
す
る
よ

う
、
東
京
都
干
代
田
区
飴
ケ
関

三
1
日
一
審
地
通
附
産
業
省
立

業
局
商
務
説
宛
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
比
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
住

所
②
事
業
者
に
あ
っ
て
は
そ
の

事
業
の
種
類
⑦
略
附
①
意
見

な
お
、
公
示
の
内
容
は
市
役

所
お
よ
び
各
出
張
所
の
掲
示
似

に
掲
示
し
あ
り
ま
す
。

量ゐ』

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
企
画
室
の
歩
み
一
一
一
一
一一一一一
一一一一一一一一

(2) 

乙
の
た
び
特
許
法
制
定
七
十

六
周
年
記
念
行
事
と
レ
て
第
九

回
発
明
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
ど
希
望
の
か
た

は
応
募
し
て
く
だ
さ
い。

ム
資
格
県
下
在
住
者
に
限
る

ム竹申 萱松福三鈴 池 東 市 実
時松 央瀬 原 重 浦 田回大 役 A 
間 出 会仕i出出診出 敬村所施腸
は強 民 張張 張療聾老小 パ
午 所 館 所げTflfr ?fr所[境学 場 ラ
後 校チ

一 所ブ時 ス
かの
ら 5 5 5 5 5 5 55 5 尽第予

月 一 防
時 2516 16 16 15 15 12 11 10 ¥0回 接
ま 日種
で 期

日
65555  5 5 5 5 5 館、

月二場
保 123 23 23 22 12 J 9 18 17 . 'i凶日11
F負 ‘ 日
制

課 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 第
・山一

8 3 l 30 30 29 29 26 25 24 24回
日

い
ま
ず
か
ら
、
そ
の
不
足
量
や
そ一
事
業
を
起
し、

水
路
存
整
備
す
る

の
対
策
を
立
て
る
目
的
で
昭
和
三
一
と
か
、
作
業
開
境
を
良
く
す
る
こ

下
四
年
度
か
長
林
省
の
本
格
的
?
と
の
多
目
的
語
っ
て
計
画
さ
れ

:
1
b
B
E
E
F
-
Z
〉圃

E

?

?」
l
i

一な
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
の
で
一
た
国
の
補
助
に
よ
る
重

で
あ
り

」、+
j

ドロ
3
匂

a
R
t
R
内
ノ

T
E
』
ト
ド
ピ
4
1
町
田
一

一

メ
ネ
可
哀
居
鍾

α耳

台

湾

を

劃

醒

一

そ

れ

に

同
調
し
て
流
量
調
査
二
十
一
ま
す
。

句

|

1

4

一
五
カ
所
、

土

墜

干

五
所
の
調
一
す
な
わ
主
地
区

(松
原

・
福

中
sk
o--

月

三

れ

も

県

に

同

調
し
て
早

調

査

一
っ
て
部
川
北
川
内
分
流
地
点
に
貯

五

区
を
設
け
る
と
と
も
に
地
下
水
一
軍

・
議

)
が
昭
雪
干
一
年
度

一続
行

中

;

川
ま
す

。

一

水

震
を
設
け
て
約
三
百
万
ト
ン
一

穆
透
調
査
等
を
実
施
し
、
昭
和
一三
に
予
備
地
域
と
し
て
指

定

委

7

西

地

区

の

水

一

な

ホ

昭

主
二
十
二
年
に
は
佐
一
を
貯
水
し、

洪
水
を
調
節
し
て
下
一
十
五
年
度
の
調
査
作
業
を
完
了
し
一
ま
し
た
が
、
昭
和
一

一一
十一
一
年
の
大

羽

開

発

調

査

一

賀

大

学

田

町

教

授
を
招
い
て
畑
地
一
流
一
帯
の
水
害
を
防
止
し
、
貯
水
一

目
下
麗
林
省
で
実
施
要
事
に
一
番
の
た
め
に
実
施
そ
延
期
す
る

ー
習

の

経

営

診

断

豆

け
、
そ

の
三
利
用
し
て
市
上
水
道
お
よ
び
工
一
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

一や
む
な
き
に
立
ち
い
た
り
、
昭
和

中
央
地
区

(旧
大
村
)
も
郡
斗

指
導
に
よ
っ
て
竹
松
西
大
認
一
業
用
水
並
び
に
農
業
用
水
と
す
る
一
と
れ
が
実
現
の
暁
に
は
、
同
旦
一
一
一
十
一
一
一
年
度
に
西
地
区

(西
大
村

流
域
農
水
田
の
水
不
足
が
悩
み
一
区
の
園
芸
作
物
、

飼
料
作
物
を
対
玄
目
的
ダ
ム
を
築
造
し
よ
う
と
い
一
域
の
根
本
的
な
瀬
概
用
水
対
策
が
一

・
竹
松
)
が
予
備
地
域
と
し
て
指

の
種
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
一
象
と
す
る
試
験
を
行
な
い
良
好
な
で
つ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
一一一
十
一
打
ち
た
て
ら
れ
広
大
な
穀
倉
地
帯

r比
さ
れ
た
の
と
請
を
合
わ
せ
て

三
十
ゴ
一
年
度
に
市
単
独
で
水
器
一
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
で
一
年
一
月
に
、
県

・
市
の
全
体
協
一
が
誕
生
す
る
乙
と
が
期
待
さ
れ
ま

τれ
が
実
施
計
画
を
作
成
し
、
さ

概

と

併

行

し

て

語

勢

市

を

打

一

た

。

一

議

会

が

開

催

さ

れ
、
問
和
三

十

三

一

す

。

一

ら

に
昭
和
三
十
四
年
度
に
は
中
央

ち
立
て
る
た
め
水
源
、
溜
刈
の
候
一
ま
た
、
森
閑
郷
海
岸
寄
り
一
帯
一
年
度
に
県
は
約
二
千
万
円
の
調
査
一

一

一

一

一

一

地

区

(旧
大
村
)
お
よ
び
南
地
区

補
地
を
選
定
し
ま
し
た
が
、

時
を
一
の
畑
地
に
働
下
水
利
用
の
稲
作
の
一
費
を
計
上
し
、
県
市
の
共
同
調
査
一

一
一

一

一

一
一

新

農

山

漁

村

…
二
三
浦

・
鈴
田
)
が
指
定
J
d
れ
ま

同
じ
く
し
て
県
で
も
さ
ら
に
進
ん
一
試
作
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
一
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
一

一

一
一

だ
基
本
調
査
が
行
な
わ
れ
る
乙
と
一
乙
れ
も
良
好
な
成
績
を
挙
げ
る
と
一

幾
多
の
有
余
曲
折
柔
て
昭
和
三一

一

建

設

計

画

二

し
た
の
で
、

同
年
に
は
乙
の
実
施

一

一

一

一

-

一

計
画
書
の
作
成
を
終
り、

農
林
組問

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
三
十
一
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
十
三
年
末
に
起
工
、
昭
和
三
十
六
一

一

一

一

一

一で
着
々
と
乙
の
事
業
を
進
め
て
お

五
年
度
か
ら
県
に
同
調
し
て
調
査
一
j
f
i
l

a
-
-'
l
i
t-

一
年
度
末
完
成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
一
と
の
計
画
は
現
在
の
風
、
山

一

一
一

一

一

一

一り
ま
す
。
(
以
下
次
号
)

を
続
行
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
一

一
'
郡

川

総

合

開

発

一
一

な
お
、
郡
川
総
合
開
発
事
業
の
一
漁
業
は
一

つ
の
曲
り
角
に
来
て
い
一

西
地
区

(西
大
村
、
竹
松
地
区
)
一

一i
l
i
l
i

a
--l
i
-
-
a
ll
elo
-
-

一
一
環
と
し
て
、

ダ
ム
事
業
調
査
と
一
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
乙
で
一

忌

明
に
寄
付

も
同
様
の
ζ
と
が
い
わ
れ
る
営
農

一

郡
川
は
大
雨
ご
と
に
水
害
を
東
一
は
別
個
に
、
す
な
わ
ち
ダ
ム
の
完
一今
後
こ
れ
ら
の
業
贈
を
好
転
せ
し

一

市
内
水
田
住
宅
二
区
の
平
沢
春

状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、
昭
和
三

一
っ
て
堤
防
が
流
失
し
た
り
、
欠
壊
一
成
に
よ
っ
て
干
害
解
消
の
目
的
は
一
め
る
た
め
に
は
、
施
設
の
改
良
新

一枝
さ
ん
は
こ
の
た
び
亡
夫
二
一さ

十
五
年
四
月
農
林
省
に
特
別
調
査
一ず
る
一
方
、
水
が
川
底
に
溶
透
し
一
大
部
分
達
成
さ
れ
る
と
と
は
事
実
一
設
に
よ
っ
て
生
活
基
準
を
向
上
さ

一ん
の
忌
明
に
金
凶
千
円
を
杜
会
福

地
区
と
し
て
申
請
し
ま
し
た
と
乙

一
て
瀬
瓶
用
水
の
不
足
を
住
ず
る
と
一
で
あ
り
ま
す
が
、

郡
川
全
域
に
亘一
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

一祉
事
業
の
一
部
に
と
共
同
募
金
会

ろ
、
県
耕
地
課
で
単
独
調
査
を
実

一
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
り
ま
し
た
の
一
る
干
ば
つ
の
際
の
完
全
潜
瓶
に
つ
一
漁
県
の
施
設
、
農
産
物
の
集
荷
場

一大
村
市
支
台
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た

施
ず
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
一
で
、
県
河
川
砂
防
諜
の
計
画
に
よ
一
い
て
は
4F
川
-の
疑
問
が
残
さ
れ
て

一
果
実
選
果
場
等
ま
た
は
土
叫
改
良

一

(
市
福
祉
事
務
所
)

応
募
者
は
所
定
の
申
込
書
に

発
明
工
夫
の
動
機、

特
徴
と

発
明
工
夫
の
要
点
、
使
用
法

並
び
に
図
面
を
必
要
と
す
る

も
の
は
附
図
を
付
し
て
長
崎

市
桜
町
一
帯
地
長
崎
商
工
会

議
所
内
発
明
協
会
長
崎
支
部

に
八
同
切
手
封
入
の
上
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い。

ム
説
明
書
は
半
紙
ま
た
は
乙
れ

に
準
ず
る
用
紙
、
図
面
は
製

図
用
紙
か
画
用
紙
ま
た
は
乙

れ
に
準
ず
る
用
紙

ム
発
表
六
月
下
旬
新
聞
紙
上

そ
の
他
の
方
法
で
発
表

ム
表
彰
特
質
一
名
賞
状
、

賞
金
、
知
事
賞

優
秀
賞

一一一
名

付
礼状
、
賞
金

そ
の
他
H
佳
抗
若
平
名

臼
状
、
賞
金

(商
工
水
産
制
)

日

停

電

九
州
電
力
大
村
伊豆
訴
で
は
変
岡
田
所
定
期
保
修
工
事
の
た
め
丘
一
月
十
六
日
r
前

八
時
か
ら
正
午

J

壱

鈴

出
、
三
浦
、
福
重
、
竹
松
、
松
原
を
除
く
市
内
全
域
停
電
し
ま
す
。
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